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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 16,101 ― △447 ― 117 ― △377 ―

20年3月期第3四半期 17,681 3.6 △79 ― 272 33.3 138 112.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △8.98 ―

20年3月期第3四半期 3.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 34,405 23,677 68.8 563.80
20年3月期 34,033 24,570 72.2 585.14

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  23,669百万円 20年3月期  24,570百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
21年3月期 ― 3.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 3.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,500 △12.9 △250 ― 300 △45.0 △160 ― △3.81

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について、及び上記３に係る業績予
想の具体的修正内容は、２ページ「定性的情報・財務諸表 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準(企業会計基準第１２号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第１
４号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  42,197,397株 20年3月期  42,197,397株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  214,420株 20年3月期  206,302株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  41,988,135株 20年3月期第3四半期  41,998,351株



定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、全世界的金融危機を起因とした金融市場の混乱や株価下落・急激な

円高により景況感が大幅に悪化し、各企業の業績見込も長期の景気後退を背景に大幅な悪化傾向を見せております。

 当社グループに関係の深い建設関連業界も、公共工事の削減に加え、景気悪化での民間需要の急激な落ち込みによ

り、非常に厳しい経営環境が続いております。 

 このような環境の中、当社グループの当第３四半期累計期間の業績は、連結売上高は161億1百万円、損益面では連

結営業損失4億47百万円、連結経常利益1億17百万円、連結四半期純損失3億77百万円となりました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末の資産合計は344億5百万円となり、前連結会計年度末と比較して3億71百万円の増加となりまし

た。 

 流動資産は、190億14百万円となり、2億62百万円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の4億59百万円増

加、たな卸資産の25億18百万円増加、受取手形及び売掛金の26億82百万円の減少等です。固定資産は、153億90百万

円となり、1億9百万円増加いたしました。主な要因は、機械装置及び運搬具の1億31百万円増加、出資金の3億30百万

円増加、定期預金関係を中心にその他の5億82百万円増加、投資有価証券の11億21百万円の減少等です。 

 負債は、107億27百万円となり、12億65百万円増加いたしました。主な要因は前受金を中心に流動負債のその他が9

億66百万円増加したこと等によるものです。 

 純資産は、236億77百万円となり、8億93百万円減少いたしました。主な要因は、利益剰余金の6億28百万円の減

少、その他有価証券評価差額金の3億52百万円の減少によるものです。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度

末の72.2％から68.8％となりました。 

(キャッシュ・フローについて) 

 当第３四半期末の現金及び現金同等物は、47億95百万円となり、前連結会計年度に比べ10億8百万円増加いたしま

した。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失が3億1百万円、減価償却費が3億87百万円、更

に運転資金関係で8億35百万円の収入があり、結果的に13億12百万円の収入となりました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金関係による収入が2億48百万円、投資有価証券関係による収入が3

億37百万円、有形・無形固定資産の取得による支出が5億46百万円あり、結果的に1億50百万円の支出となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金関係による収入が1億4百万円、配当金の支払による支出が2億52百

万円あったことにより、結果的に1億23百万円の支出となりました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の我が国経済は世界同時不況や円高の影響を受け、当面の間、景気の悪化傾向は継続すると思われます。 

 当社グループに関係の深い建設関連業界も引き続き非常に厳しい経営環境が続いていくことが予想され、通期の業

績につきましては当初予想を下方修正し、売上高235億円、営業損失2億50百万円、経常利益3億円、当期純損失1億60

百万円を見込んでおります。 

 

 (注)業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したものであります。予想

には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想値と異なる場合があることをお含みおきくださ

い。 

  



４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

◎法人税等の計上基準  法定実効税率をベースとした見積実効税率により計算しております。 

◎一般債権の貸倒見積高の方法  貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計期間末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

◎当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

◎棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 棚卸資産については、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9

号）が適用されたことに伴い、貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は14百万円増加、経常利益は14百万円減少、税金等調整前

四半期純損失は14百万円増加しております。 

◎「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。なお、この変更による損益への影響は

軽微であります。 

◎「リース取引に関する会計基準」の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を

適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して

おります。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常利益及び税金等調整前四半期純損失への影響はあり

ません。  



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,869 4,410

受取手形及び売掛金 7,770 10,453

有価証券 127 138

製品 1,504 620

原材料 767 449

仕掛品 3,031 1,710

貯蔵品 62 66

繰延税金資産 200 190

その他 707 754

貸倒引当金 △26 △41

流動資産合計 19,014 18,752

固定資産   

有形固定資産 3,809 3,633

無形固定資産   

のれん 189 165

その他 179 256

無形固定資産合計 368 421

投資その他の資産   

投資有価証券 6,330 7,451

出資金 1,337 1,007

長期貸付金 15 16

繰延税金資産 1,748 1,549

その他 1,962 1,380

貸倒引当金 △182 △178

投資その他の資産合計 11,212 11,226

固定資産合計 15,390 15,281

資産合計 34,405 34,033



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,932 2,621

短期借入金 1,975 1,588

未払法人税等 53 154

未払金 1,776 1,695

繰延税金負債 0 0

賞与引当金 78 276

役員賞与引当金 3 4

受注損失引当金 6 3

その他 1,356 389

流動負債合計 8,183 6,733

固定負債   

長期借入金 － 188

繰延税金負債 0 9

退職給付引当金 2,054 2,034

役員退職慰労引当金 307 328

その他 182 169

固定負債合計 2,544 2,729

負債合計 10,727 9,462

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,197 9,197

資本剰余金 7,808 7,808

利益剰余金 6,435 7,063

自己株式 △63 △61

株主資本合計 23,377 24,007

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 19 372

為替換算調整勘定 273 190

評価・換算差額等合計 292 562

少数株主持分 7 －

純資産合計 23,677 24,570

負債純資産合計 34,405 34,033



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 16,101

売上原価 12,296

売上総利益 3,805

販売費及び一般管理費 4,253

営業利益 △447

営業外収益  

受取利息 73

受取配当金 66

持分法による投資利益 383

その他 93

営業外収益合計 615

営業外費用  

支払利息 32

固定資産処分損 1

その他 16

営業外費用合計 50

経常利益 117

特別利益  

投資有価証券売却益 12

特別利益合計 12

特別損失  

投資有価証券売却損 23

投資有価証券評価損 190

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 4

貸倒引当金繰入額 15

役員退職慰労金 18

ゴルフ会員権売却損 0

為替差損 178

特別損失合計 431

税金等調整前四半期純利益 △301

法人税等 95

少数株主利益 △19

四半期純利益 △377



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 △301

減価償却費 387

のれん償却額 26

持分法による投資損益（△は益） △383

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20

受取利息及び受取配当金 △139

支払利息 32

為替差損益（△は益） 176

有価証券売却損益（△は益） 0

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 202

売上債権の増減額（△は増加） 2,794

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,465

仕入債務の増減額（△は減少） 506

その他 599

小計 1,420

利息及び配当金の受取額 140

利息の支払額 △32

法人税等の支払額 △216

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,312

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △348

定期預金の払戻による収入 597

有価証券の売却による収入 130

投資有価証券の取得による支出 △483

投資有価証券の売却による収入 690

有形及び無形固定資産の取得による支出 △546

貸付金の回収による収入 2

関係会社株式の取得による支出 △126

その他 △66

投資活動によるキャッシュ・フロー △150

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 298

長期借入金の返済による支出 △193

自己株式の取得による支出 △2

少数株主からの払込みによる収入 26

配当金の支払額 △252

財務活動によるキャッシュ・フロー △123

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,008

現金及び現金同等物の期首残高 3,786

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,795



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 

建設機械関連
事業（百万
円）

環境及び産業
機械他関連事
業（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結（百万
円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 12,457 3,644 16,101 － 16,101

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 12,457 3,644 16,101 － 16,101

営業利益 41 89 131 (578) △447

 

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。なお、メンテナンスサービスについては該当

する製品の事業区分に含めております。

２．各事業の主な製品

(1）建設機械関連事業……アスファルトプラント・リサイクルプラント・コンクリートプラント・コンクリー

トポンプ・破砕機

(2）環境及び産業機械他関連事業……環境及び再資源化プラント・各種コンベヤシステム・仮設機材

小型コンクリートミキサ・ショベル・スコップ・水門等

 

〔所在地別セグメント情報〕

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

〔海外売上高〕

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

－ 1 －



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日）

科目

前年同四半期
（平成20年３月期
第３四半期）

金額（百万円）

Ⅰ　売上高 17,681

Ⅱ　売上原価 13,633

売上総利益 4,047

Ⅲ　販売費及び一般管理費 4,127

営業利益 △79

Ⅳ　営業外収益 406

受取利息　 76

受取配当金　 57

持分法投資利益　 154

為替差益　 50

その他　 67

Ⅴ　営業外費用 53

支払利息　 22

有価証券売却損　 4

固定資産処分損　 0

その他　 26

経常利益 272

Ⅵ　特別利益 1

貸倒引当金戻入益　 1

Ⅶ　特別損失 24

預託金貸倒引当金繰入額　 1

土壌改良費用　 19

関係会社株式評価損　 3

税金等調整前四半期純利益 250

法人税等 112

少数株主損失 0

四半期純利益　 138

－ 1 －



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

 
前年同四半期 

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益（損失：△）  250 

 減価償却費 415 

 のれん償却額 19 

持分法による投資損益（利益：△） △154 

退職給付・役員退職慰労引当金の増減額
（減少：△） 

△58 

有価証券売却・評価損益（益：△） 4 

売上債権の増減額（増加：△） 2,532 

たな卸資産の増減額（増加：△）    △2,271 

仕入債務の増減額（減少：△）    △79 

 その他 64 

小計 721 

利息及び配当金の受取額 134 

 利息の支払額 △22 

 法人税等の支払額 △375 

営業活動によるキャッシュ・フロー 457 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △322 

定期預金の払戻による収入 177 

有価証券の売却による収入 247 

投資有価証券の取得による支出 △417 

投資有価証券の売却による収入 100 

有形・無形固定資産の取得による支出 △328 

有形固定資産の売却による支出 2 

その他 109 

投資活動によるキャッシュ・フロー △431 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △252 

その他 △69 

財務活動によるキャッシュ・フロー △321 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 18 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △277 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 4,325 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 4,048 



（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前第３四半期連結累計期間（自　平成19年4月1日　至　平成19年12月31日）

建設機械関連
事業（百万
円）

環境及び産業
機械他関連事
業（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結（百万
円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 13,209 4,471 17,681 － 17,681

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 13,209 4,471 17,681 － 17,681

営業利益 260 268 529 (608) △79

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。なお、メンテナンスサービスについては該当

する製品の事業区分に含めております。

２．各事業の主な製品

(1）建設機械関連事業……アスファルトプラント・リサイクルプラント・コンクリートプラント・コンクリー

トポンプ

(2）環境及び産業機械他関連事業……環境及び再資源化プラント・各種コンベヤシステム・仮設機材

小型コンクリートミキサ・ショベル・スコップ・水門等

〔所在地別セグメント情報〕

前第３四半期連結累計期間（自　平成19年4月1日　至　平成19年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

〔海外売上高〕

前第３四半期連結累計期間（自　平成19年4月1日　至　平成19年12月31日）

　海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

－ 1 －


	日工㈱　(6306)　平成21年3月期　第3四半期決算短信: 日工㈱　(6306)　平成21年3月期　第3四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -
	- 11 -: - 11 -


